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論文審査の要旨 

 

 本研究は、橈骨遠位端骨折の手術加療において、麻酔法により患者満足度および患者

転帰に影響を与えるかを検討した。対象は、橈骨遠位端骨折の手術を施行した 80 例であ

り、麻酔方法の内訳は全身麻酔 34 例、伝達麻酔 46 例であった。伝達麻酔は腋窩アプロ

ーチによる腕神経叢ブロックを施行した。診療録よりデータの抽出した後ろ向き研究の

ため、プロペンシティースコアマッチングを用いて解析を行った。 

結果、両群とも患者満足度が高く、手術時間や入院期間は伝達麻酔で有意に短かった

が、麻酔方法による満足度の違いは認められなかった。また、術後の鎮痛剤の使用量が

伝達麻酔で有意に多く、伝達麻酔ではリバウンドペインが大きな問題になる可能性があ

ることが示された。手関節手術における伝達麻酔の有用性と問題点を示した重要な研究

結果である。 

 公聴会では、術後の機能的予後改善機序、リバウンドペインに対する対処法、腋窩ア

プローチにおける注意点、２群への振り分けにおけるバイアスの関与、満足度の評価方

法、不満足の関連因子などの質問に対し、適切に回答を行っていた。 

 以上より、本研究は橈骨遠位端骨折に対する伝達麻酔（腋窩アプローチ）の有用性を

示す重要な研究であり、本領域の更なる発展に寄与するものと評価される。主論文の内

容と公聴会での発表、および参考論文と合わせて、医学博士の学位に十分値する研究で

あると認められた。 
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに運動器再建医学の進歩に寄与

するところが大きいと認める。 
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